第６学年　道徳学習指導案
１　主題名　　ディズニーランドに学ぶそうじの大切さ【４－（４）勤労、社会奉仕、公共心】
２　資料名　　ディズニーランド「ナイトカストーディアル」
３　主題設定の理由

　（１）ねらいとする価値について

　　　勤労の喜びとは、目的を達成したときに感じる満足感でもある。働くことで人の役に立ち、社会を支える力の一端になることを知ったとき、勤労の喜びはさらに大きな自信、自発的な勤労意欲へ発展していく。
　（２）子どもの実態について

　　　　　　おもしろくて簡単な作業は喜んでやるが、おもしろ味がなく大変な作業は、極力回避しようとする傾向が見られる。こうした児童に勤労の意義を分からせることは大切であると考える。
　（３）資料について

　　　ナイトカストーディアルとは、夜パーク内を清掃する仕事である。ディズニーランドで働きたいと思い就職した従業員だか、掃除の仕事はしたくなかった。しかし、アメリカのディズニーランドに行き、自分の仕事に対する考えが変わるという話である。
４　本時のねらい

掃除の大切さに気づき、進んで働こうとする態度を育てる。

５　本時の展開

	
	学習活動主な発問と予想される子どもの反応
	指導上の留意点

	導入
	１　資料への興味を喚起する。
○今日の主役が活躍している場所はどこでしょう。

・東京ディズニーランド
	●ヒントを出していく。

	展開
	２　ディズニーランドが大切にしている考えについて考える。

○ディズニーランドの創始者は誰でしょう。

・ウオルト・ディズニー

○ディズニーランドをつくる時に、一番大事にした考えとは、一体どんなことでしょう。

・お客様に（夢）と（感動）をプレゼントする。

○じゃあ、お客様に夢と感動をプレゼントするためにディズニーランドが、一番力を入れている仕事は、何でしょう。

・楽しいアトラクションを考える。

○そのナイトカストーディアルの目標とは何でしょう。

・（赤ちゃんがハイハイしても大丈夫な）くらい、きれいにする。

３資料を読んで話し合う。

◎若いナイトカストーディアルは、なぜアメリカのナイトカストーディアルと同じようにやってみようと思ったのでしょう。

・アメリカのナイトカストーディアルの生き方に感動した。
・仕事が楽しくなりそうだから。
・お客さんの喜ぶ姿が見たいから。
	●ディズニーランドが大事にしたことが掃除の仕事につながっていることに気づかせる。

●ヒント：カストーディアル
●ナイトカストーディアルの気持ちの変化を感じ取らせる。

	終末
	４　人の役に立つことや仕事をした経験を発表する。
○学校や家庭の生活で、人の役に立つことやしごとをしたとき、どんな気持ちでしたか。

・委員会でトイレのスリッパを磨いたときは嫌だったが、終わったときは気持ちよかった。
	●身近な経験を発表させ、特にその時の気持ちもしっかり言わせたい。


６　本時の評価

　　　掃除の大切さ、働くことの意味について考えることができたか。
